











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































提案者 :青森県立名久井農業高等学校 TEAM FLORA PHOTONICS
福田 将大さん、坂野 友祐さん、市沢 憲慎さん、鹿島 未夢さん、
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デザイン :フレーズ　　制作 :サイテック・コミュニケーションズ
表紙：極スペシャルに登場いただいた国文学研究資料館長のロバ トー キャンベルさん　撮影：山本真司
リュツォ・ホルム湾最奥に注ぐ大氷河の浮氷舌調査に、厚い海氷を
渡って挑む第4次越冬隊員たち。
吉田栄夫（よしだ　よしお）
国立極地研究所・立正大学名誉教授。（公財）日本極地研究振興会代
表理事。1930年生まれ。長く南極大陸の地形や氷河、湖沼など、自然
地理学の研究に従事。1957年の第2次夏隊、第4次越冬隊、第8次
越冬隊、第16次観測副隊長兼夏隊長、第20次観測隊長兼夏隊長、
第22次観測隊長兼越冬隊長、第27次観測隊長兼夏隊長、アメリカ
隊、ニュー ジ ラーンド隊、イギリス隊などに参加。第2次南極観測隊で
は樺太犬係を兼ねる予定だった。
Profile
南極・北極科学館情報
2017年度冬の企画展示
「南極観測隊と動物たち 
～日本から南極に行った動物  初期観測隊と歩んだ道～」
http://www.nipr.ac.jp/science-museum/event.html#kikaku
プロローグ
　第3次越冬隊は「国際地球観測協力年:IGC」での観測となり、第2次
で越冬できなかった人達を中心とする、気象、電離層、オーロラ、地磁
気、自然地震など基地観測が主で、野外での地学調査は氷床の人工地
震探査だけであった。第4次越冬観測では地学が重点観測となり、総員
15名のうち地質・雪氷・地形専攻の3名が参加した。そして、11頭のカ
ラフト犬も導入することとされた。かくて公式記録「南極六年史」にある
ように、私の担当は「地学・犬」であった。
　第3次越冬隊の内陸踏査は昭和基地東方、百万分の一ほどの縮図の
「略地図」に示されたANARE Mountainsまでの氷厚測定と山脈の確認
であったが、山脈は存在せず幻(まぼろし)であった。第4次越冬では
基地西方のもうひとつの未確認の1937年にノルウェー観測隊が見たと
いう「1937年山脈」の調査が大目標であった。
物資輸送
　観測船宗谷は最初、越冬中の大型航空機運用のため昭和基地での給
油用の航空燃料を置きたいという、旧ソ連のオビ号とともに氷海に入り、
大型ヘリによる空輸を行うとともに、オビと別れた後も昭和基地まで2
回の100km に及ぶ小型雪上車による片道輸送を行って、物資のほか小
型雪上車と大型そりの搬入に成功した。この中で、基地での荷受け、夏
隊生物担当松田達郎さんの西オングル島案内などで3日3晩寝ないまま、
雪上車輸送の一員を命ぜられた私は、居眠り運転で氷山の周りにある凹
みに転落、幸い落ちた海面には氷が張っていて大事に至らなかった。
内陸へのル トーを探る
　4月になって海氷もかなり安定し、「1937年山脈」へのルートを探るべ
くリュツォ・ホルム湾湾頭に注ぐ「奥氷河」（のち白瀬氷河と命名）への調
査旅行が行われた。隊長以下8名が2台の雪上車と10頭立ての犬橇(ぞ
り)を駆使して海氷（定着氷）上を湾奥に至り、大氷河の右岸に沿って大
陸へ上陸、上流へと進んだ。しかし、クレバスは縦横に走り、ヒドン・
クレバスに私や村石隊員が落ち込むなどして、このルートは内陸に向か
うのには不適と判断された。
　湾頭に戻った私は、氷河の流速を測定するため氷河上に旗を設置し、
沿岸の小露岩上に基線を設け、旗の位置を測定した。後に再測量して流
速を知るためである。途中基地と50km離れただけでの気象の違いを、
習い覚えたトンツ （ーモールス信号交信）で知ったこともあった。
極夜を迎えて
　5月末に迎えた太陽の出ない極夜には、暮色のような僅かな明るさの
中で、凍ったアザラシの巨体をチェーンソーで切断して犬達に給餌した
り、長い夜には観測資料の整理やオーロラを観賞した。小さい観測棟で
起居をともにした福島　紳さんとは、3次隊の北村隊員からも聴いたこ
の時期の、ストレスによるとげとげしいやりとりについても語りあった。
そして、7月中旬太陽再来を迎えた。　
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